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錬
山
　
領
有
の
機
構
」
（
本
誌
三
四
の
四
所
収
）
「
生
産

　
【
要
約
】
　
十
七
世
紀
初
期
を
中
心
と
す
る
貴
金
属
鉱
山
［
隆
臼

の
形
態
と
組
織
」
「
銀
生
産
の
動
向
」
「
銀
山
　
町
の
構
成
」
の
四
章
の
内
、
第
二
章
に
当
る
。
銀
鉱
業
の
過
程
で
は
、
採
鉱
、
選
鉱
、
精
錬
の
工
程
が
あ

る
程
度
ま
で
分
業
を
遂
げ
て
い
る
が
、
採
鉱
は
普
請
、
切
取
、
運
上
稼
ぎ
の
順
序
を
経
、
切
取
、
運
上
稼
ぎ
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
過
程
と
そ
れ

に
関
す
る
諸
仕
法
は
原
則
的
に
当
時
の
諸
鉱
山
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
は
已
に
排
水
坑
普
請
が
最
も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
鉱
山
業

者
た
る
幽
師
は
選
鉱
、
精
錬
を
も
一
部
経
営
下
に
お
く
こ
と
が
院
内
で
は
見
ら
れ
、
鉱
石
商
人
た
る
宝
石
に
従
属
す
る
も
の
の
外
、
選
鉱
、
精
錬
の
専
．

業
者
も
成
立
し
て
い
た
、
．
鉱
山
稼
業
の
人
的
組
織
は
山
師
と
そ
れ
に
従
属
牝
た
諸
種
の
労
務
者
が
あ
る
．
、
こ
の
項
で
は
山
師
の
経
営
法
、
資
本
の
形
態
、

そ
の
蓄
積
の
有
無
を
考
え
、
金
子
以
下
労
務
者
の
構
成
、
由
師
と
の
従
属
関
係
を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
専
業
的
階
層
が
全
国
的
に
大
規
模
に
発
生
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
論
じ
た
．
、
し
か
し
こ
こ
に
提
起
さ
れ
た
聞
題
の
吟
味
は
院
内
に
お
い
て
は
史
料
の
関
係
上
、
甚
だ
不
徹
底
に
終
り
、
同
時
代
他
め
貴
金
罵

鉱
山
史
料
に
は
か
な
り
こ
れ
を
補
足
し
得
る
も
の
が
あ
り
、
殊
に
近
世
中
期
以
後
に
な
れ
ば
関
係
史
料
本
豊
富
と
な
る
か
ら
、
他
日
そ
れ
ら
の
研
究
の

成
果
を
待
ち
、
再
び
院
内
．
の
そ
れ
を
検
討
し
度
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

銀
鉱
業
の
過
程

銀
鉱
業
の
工
程
は
、
近
世
初
期
に
お
い
て
も
採
鉱
・
選
鉱
・
精
錬

近
借
門
銀
爪
田
の
生
潔
…
の
形
態
と
蒲
薫
職
・
（
小
葉
田
）

の
三
部
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
選
鉱
工
程
は
ま
だ

十
分
に
分
業
化
を
遂
げ
ず
、
概
し
て
精
錬
に
従
属
し
て
い
た
。
貴
金

属
四
極
盛
期
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
以
上
の
全
工
程
が
同
一
人
の
許

（1）
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に
経
営
さ
れ
た
と
は
、
一
般
に
な
し
得
な
い
。
た
だ
院
内
或
は
元
和

以
前
の
生
野
を
は
じ
め
諸
鉱
山
に
多
《
見
ら
れ
た
運
上
山
の
形
態
下

で
は
、
山
主
即
ち
山
師
が
自
己
の
採
鉱
石
の
少
く
と
も
一
部
分
を
処

理
し
た
精
錬
所
（
床
）
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
他
の

鉱
石
は
漏
壷
と
よ
ん
だ
装
入
の
手
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
経
営
下
の
床

で
精
錬
せ
ら
れ
、
ま
た
分
離
し
た
床
も
多
く
存
在
し
賃
吹
が
広
く
行

わ
れ
た
。

　
院
内
銀
山
は
秋
田
藩
領
最
大
の
貴
金
属
山
で
あ
り
、
開
坑
以
来
享

保
年
…
闇
ま
で
直
山
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
章
に
述
べ
た
逓
り
で
あ
る
。

値
山
に
お
い
て
は
採
鉱
は
、
普
請
・
切
取
・
運
上
山
稼
の
順
序
を
経
．

て
、
切
取
及
び
運
上
山
稼
の
過
程
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
山
師
は
山
（
闇
歩
）
の
普
請
を
山
奉
行
に
願
出
て
、
札
を
許
与
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る

れ
る
。
普
請
（
素
普
請
）
は
通
常
鉱
に
つ
く
ま
ぞ
の
坑
道
掘
り
を
い

う
が
、
藩
馨
至
宝
藻
に
は
器
は
本
番
の
支
配
で
札
も

本
番
主
の
名
で
と
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
盛
山
時
代
の
初
期
の
嘉

笑
か
ら
推
す
と
、
横
番
で
も
孫
横
番
で
丸
き
一
般
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
稼
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
稼
業
主
即
ち
山
師
は
、
横
番
・

孫
横
番
の
経
営
者
と
し
て
、
自
己
の
採
算
の
下
に
請
け
た
の
で
、
領

　
　
　
　
　
｝
迦
世
銀
由
の
益
｛
雌
の
形
能
伸
と
組
漁
脳
（
小
葉
田
）

主
へ
の
運
上
に
対
し
て
も
各
自
が
勿
論
責
任
を
痔
っ
て
い
る
。
本
番

主
を
札
本
と
し
、
お
中
と
称
し
た
共
同
経
世
が
無
慮
行
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
は
次
項
に
述
べ
る
。
普
請
は
山
奉
行
の
認
可

な
ぐ
し
て
勝
手
に
癬
怠
中
止
す
る
こ
と
は
撮
来
な
い
。
無
断
で
申
止

し
た
場
合
、
別
の
山
師
が
新
札
を
と
り
普
請
し
て
も
抗
議
撮
来
な
い

の
ぞ
あ
る
．
芝
計
た
と
毒
忌
を
達
て
山
蔓
の
裏
判
を
と

っ
て
い
て
も
、
闇
歩
口
に
人
を
付
け
ず
放
置
す
る
と
き
は
、
別
に
新

札
を
獲
た
山
師
に
渡
す
を
拒
む
の
は
、
普
請
の
進
捗
を
阻
む
も
の
と

　
　
②

さ
れ
た
。
個
人
の
権
益
を
保
護
す
る
よ
り
も
、
普
請
の
速
か
な
る
成

功
が
藩
に
と
り
第
一
義
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
鉱
に
当
れ
ば
、
鉱
石

諮
響
諭
し
て
山
奉
行
に
報
告
す
る
．
由
奉
行
か
ら
携
を
派

遣
し
て
の
毎
藷
離
響
打
ち
、
霧
施
苦
瓜
を
封
印
・
出

入
を
禁
ず
る
。
ま
た
検
使
を
や
り
三
二
荷
を
掘
ら
せ
間
吹
す
る
。
問

吹
の
結
果
、
出
費
に
対
し
余
剰
あ
る
出
銀
を
確
め
て
、
切
取
を
命
ず

④
る
。　

切
取
は
一
定
の
蓄
電
の
揉
二
分
を
山
師
の
持
分
と
し
て
与
え
る
も

　
④

の
で
、
普
請
と
そ
れ
に
応
じ
た
切
取
を
以
て
、
稼
業
は
一
段
落
す
る
。

従
っ
て
山
師
は
切
取
に
よ
り
普
請
に
対
す
る
投
資
を
寸
々
す
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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・
近
憔
銀
山
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亜
藤
の
形
態
と
級
織
（
小
葉
閉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
な
く
、
相
当
の
余
剰
を
預
期
す
る
わ
け
で
あ
る
。
秋
田
藩
で
は
普

請
日
数
一
〇
日
に
対
し
切
取
日
数
一
日
の
割
合
で
与
え
る
を
通
則
と

し
た
。
越
前
平
蔵
の
鋪
は
普
請
一
八
○
ほ
余
ぞ
、
切
取
一
八
日
が
許

さ
れ
た
が
、
鉱
が
良
静
で
あ
る
と
の
理
由
で
三
日
を
減
じ
て
い
る
。

叱
さ
ハ
一
元
和
翠
四
月
荒
川
銀
山
蓋
山
に
改
め
た
と
き
、
並
・

請
山
一
〇
日
に
一
日
切
取
、
一
五
日
ま
で
は
同
じ
、
一
六
日
以
上
は

青
叢
と
定
め
て
い
る
．
董
、
四
、
切
取
の
前
後
に
も
検
傷

温
し
て
、
の
み
角
を
打
ち
金
格
子
を
結
ぶ
。

　
切
取
終
っ
て
運
上
せ
り
が
行
わ
れ
る
。
即
ち
惣
山
の
山
師
が
山
奉

行
所
に
集
り
、
切
取
し
た
山
師
が
先
ず
運
上
額
の
直
入
れ
を
し
、
つ

い
で
こ
れ
を
せ
る
。
直
入
れ
、
せ
り
は
一
定
日
数
の
稼
業
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

運
上
額
に
つ
い
て
行
う
。
稼
業
日
数
は
秋
田
藩
で
も
一
律
で
な
い
。

元
和
四
年
荒
川
銀
山
を
直
山
に
改
め
た
と
き
は
「
運
上
山
之
事
は
二

十
日
一
山
之
事
、
ね
入
之
左
脳
十
匁
宛
之
專
」
と
あ
り
、
寛
永
五
年

の
鷹
の
巣
銀
山
の
「
万
言
」
に
は
「
切
取
之
跡
御
運
上
直
入
銀
十
匁
、

日
数
十
日
田
、
山
せ
り
鞍
馬
者
銀
増
次
第
た
る
べ
き
こ
と
」
と
あ
る
。

望
f
阿
仁
雷
の
七
＋
笹
塚
歩
の
例
で
は
、
一
書
は
三
吉
山
、

二
番
山
以
後
十
日
山
が
多
く
、
寛
永
二
年
同
地
の
板
木
沢
銀
山
の
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

で
は
「
直
入
銀
銅
鉛
に
よ
ら
ず
、
御
運
興
銀
十
匁
宛
憂
欝
定
置
、
日

数
金
山
同
前
事
」
と
あ
る
．
聖
二
直
入
れ
は
前
引
の
丈
三
障
・

通
り
、
秋
田
藩
で
は
銀
一
〇
匁
を
定
例
と
し
て
い
た
が
、
直
入
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

○
匁
は
当
惑
ひ
ろ
く
諸
国
の
鉱
山
で
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
院
内
で
は

稼
業
日
数
を
、
一
〇
ケ
日
と
す
る
十
日
山
を
慣
法
と
し
た
。
院
内
の
草

創
期
か
ら
繁
昌
し
た
震
間
歩
薇
思
寝
嫌
、
早
智
錬
な
ど
は
、

開
坑
第
一
番
の
運
上
額
が
一
〇
ケ
臼
に
つ
き
銀
一
〇
〇
〇
枚
、
同
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

○
○
枚
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
問
歩
所

在
の
地
区
に
、
続
い
て
数
多
く
の
闇
…
歩
が
掘
ら
れ
、
千
枚
。
四
百
枚

間
歩
は
、
所
謂
親
間
歩
と
な
っ
て
、
そ
れ
ら
の
地
区
を
干
潟
平
。
四

百
枚
平
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
最
初
の
運
上
山
を
一
番
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
が

と
い
う
。
稼
業
日
数
終
れ
ば
、
そ
れ
を
上
り
山
と
よ
び
、
検
使
出
張

し
封
印
す
る
・
高
断
で
あ
る
．
無
勢
次
に
二
雷
の
言
が

行
わ
れ
、
終
れ
ば
逐
次
三
番
・
四
番
の
運
上
せ
り
と
な
る
。
稼
業
日

数
を
短
縮
す
る
の
は
、
一
般
に
富
鉱
の
山
な
る
を
意
味
す
る
が
、
一

番
山
に
比
し
二
番
山
以
後
運
上
額
が
急
激
に
落
ち
て
い
く
の
が
、
当

代
の
貴
金
属
山
の
通
例
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
網
は
第
三
章
に
考
乱
す

る
。
政
景
は
二
番
山
億
二
〇
か
日
か
一
五
ケ
厨
に
申
耐
《
べ
竜
で
濁

（4）



る
と
し
、
ま
た
山
の
様
子
に
よ
リ
へ
良
鉱
な
れ
ぼ
）
十
日
脚
に
も
五

品
に
嘉
ず
べ
し
と
い
っ
て
い
る
．
竺
≠
・
れ
は
運
上
響

轟
来
得
る
限
り
せ
り
あ
げ
る
こ
と
と
、
山
師
の
過
大
な
利
益
ま
た
は

損
失
を
防
止
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
。
四
百
枚
平
鞘
介
闇
歩
の
内

の
川
上
切
詰
馨
は
、
死
晶
穫
喧
哩
、
三
の
叢
ぞ
、
そ

の
後
の
ニ
ケ
月
聞
に
六
番
山
ま
で
稼
業
し
て
い
る
か
ら
、
鷹
番
と
も

十
日
山
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
運
上
山
の
寿
命
は
案
外
に
短
く
、

再
び
普
請
出
と
な
る
か
、
或
は
湧
水
等
の
た
め
放
棄
せ
ら
れ
後
日
の

普
請
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。

　
院
内
ぞ
は
開
坑
当
時
か
ら
湧
水
に
苦
し
み
、
相
当
の
規
模
の
水
抜

錨
鑑
か
が
誓
れ
て
い
る
．
沸
議
水
抜
普
請
に
吉
獲
る
利
権

に
つ
い
て
、
至
宝
要
録
に
よ
れ
ば
、
水
抜
の
成
就
直
前
に
山
奉
行
の

検
視
を
う
け
、
水
吐
の
潴
水
線
走
の
み
か
ど
翼
長
を
打
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

排
水
成
れ
ば
水
の
み
か
ど
以
下
は
水
抜
普
講
者
の
鋪
と
な
り
、
以
上

は
水
垣
薯
の
鋪
と
す
る
と
あ
盛
麓
瑠
夏
雲
が
、
ま
た
水
の

み
か
ど
水
準
以
下
の
横
番
の
帰
属
も
同
様
で
、
も
し
水
鋪
普
請
者
が

水
の
み
か
ど
以
下
の
鋪
を
掘
る
場
合
は
「
配
役
な
し
」
を
水
抜
普
請

者
に
納
め
る
と
あ
る
。
　
「
難
役
な
し
」
は
掘
り
出
　
し
た
荷
の
三
分
の

　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
薩
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
田
）

一
程
慶
で
み
っ
た
し
水
抜
普
請
の
と
き
欽
に
当
っ
た
塊
合
、
　
「
小
運

上
の
切
取
」
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
お
り
、
通
常
普
請
口
数
の
十
分

の
一
が
与
え
ら
れ
た
。
寛
永
元
年
八
月
末
頃
と
推
定
さ
れ
る
が
、
京

作
兵
衛
外
二
人
の
山
師
が
「
あ
が
り
山
之
時
分
大
水
ニ
テ
水
ノ
内
ニ

テ
掘
り
捨
」
て
ら
れ
た
聞
歩
の
水
を
抜
く
た
め
、
南
沢
本
番
屋
の
背

面
か
ら
普
請
に
着
手
し
た
。
寛
永
四
年
一
〇
月
に
抵
り
排
水
坑
通
じ

て
・
＝
月
「
あ
っ
脚
努
・
に
驚
来
し
た
こ
の
「
あ
つ
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
一
く

の
部
分
の
普
請
は
三
〇
日
足
ら
ず
で
、
政
景
は
三
日
の
切
取
を
与
え

ん
と
し
、
作
兵
衛
等
は
「
あ
つ
み
」
の
反
対
側
の
「
う
す
み
」
の
水

坪
即
ち
前
年
来
掘
り
捨
て
ら
れ
て
未
だ
馬
立
て
せ
ず
浸
水
の
ま
ま
の

鋪
で
「
あ
つ
み
」
普
請
の
切
取
分
三
ケ
日
を
、
　
「
あ
つ
み
」
は
小
運

上
即
ち
水
抜
普
請
に
応
じ
た
切
取
を
給
与
さ
れ
ん
こ
と
を
求
め
た
。

政
景
は
水
郷
の
髄
立
て
普
講
を
命
じ
、
数
日
に
し
て
こ
れ
を
成
就
し

良
鉱
出
来
し
、
水
抜
あ
つ
み
小
運
上
切
取
と
し
て
八
○
ケ
日
を
与
え
、

「
う
す
み
」
は
通
常
の
普
請
山
同
前
に
作
兵
衛
等
に
直
入
れ
せ
し
め

諸
山
師
を
し
て
せ
ら
し
め
、
・
結
局
作
兵
衛
等
の
運
上
山
と
な
っ
た
。

力
四
、
一
〇
、
二
七
・
霜
、
二
二
・

極
、　
　
　
　
　
　
一
九
・
趣
、
二
〇

　
　
一
〇
・
極
、

次
に
選
鉱
覆
に
か
か
わ
る
も
の
に
、
萎
重
三
左
露
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

（5）



　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
産
の
形
態
と
親
織
（
小
葉
照
）

う
の
種
類
を
あ
げ
で
い
る
。

　
石
お
ろ
し
（
吹
物
）
　
そ
の
ま
ま
吹
く
石
鈷

　
か
ら
め
て
吹
物
　
　
　
金
に
な
ら
ぬ
部
分
を
打
砕
き
捨
る

　
は
た
き
物
鉛
　
　
　
　
臼
で
は
た
き
板
取
に
磁
石
の
部
分
を
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
て
金
の
部
分
を
採
っ
て
吹
く

　
く
さ
9
鈷
・
ゆ
り
も
の
錨
　
臼
ぞ
は
た
か
ず
、
板
取
し
て
吹
く

　
掴
廃
坑
の
現
状
か
ら
見
て
も
往
時
は
高
品
位
の
良
鉱
部
の
み
を
選

ん
で
擦
掘
し
た
こ
と
が
介
せ
ら
れ
る
が
、
時
代
を
湖
れ
ば
こ
の
傾
向

は
更
に
署
し
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
院
内
に
お
い
て
も
初
期
で
は
、
石

お
ろ
し
の
揉
掘
が
中
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
院
内
で
ど
の

品
位
程
度
ま
で
を
限
度
と
し
採
取
し
た
か
は
、
明
か
で
な
い
。
一
荷

に
銀
七
匁
余
の
繊
銀
で
は
余
剰
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
の
問
吹
の
例

に
見
え
る
。
荒
川
銀
山
で
元
和
三
年
に
山
師
よ
り
盧
山
と
す
る
を
申

請
し
、
政
景
が
検
分
し
諸
闇
歩
の
鉱
石
を
問
吹
せ
し
め
た
が
、
　
一
荷

五
⊥
ハ
匁
以
上
の
も
の
な
ぐ
、
そ
の
価
繁
し
と
し
た
．
藁
」
、

当
時
の
他
の
大
銀
山
の
例
で
は
一
荷
（
五
一
六
貫
）
に
つ
き
二
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

三
〇
匁
が
普
通
と
さ
れ
た
程
で
あ
る
。
選
鉱
法
と
し
て
板
取
・
流
し

が
あ
っ
た
。
板
取
は
至
宝
要
緑
κ
コ
｛
、
三
呆
の
板
に
五
、
六
分
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴

の
へ
り
四
方
に
付
し
し
た
板
の
上
に
、
ぼ
た
き
鋭
・
く
さ
り
鉛
を
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
サ

せ
、
水
舟
の
水
を
か
け
て
金
分
な
ら
ざ
る
部
分
を
淘
汰
捨
て
る
の
で

あ
る
。
流
し
は
板
に
よ
り
捨
て
ら
れ
た
も
の
を
、
木
綿
に
か
け
て
流

し
金
分
を
採
る
の
で
あ
る
．
、
賦
役
・
流
し
役
は
慶
長
以
来
持
役
と
な

っ
て
お
り
、
開
坑
当
時
は
一
季
ニ
ニ
貫
、
慶
長
一
八
年
春
役
六
、
五

〇
〇
匁
が
板
役
、
同
じ
く
一
〇
貫
及
び
一
、
八
0
0
匁
が
流
し
役
の

持
額
で
あ
っ
た
。
慶
長
一
七
年
秋
役
の
板
役
は
太
田
六
太
夫
が
持
つ

た
が
、
璽
枚
に
つ
き
甘
露
轟
畠
を
課
し
た
の
を
七
月
よ
り
六

轟
慰
齢
那
鋸
～
．
六
に
改
め
た
．

　
板
取
・
流
し
を
専
業
と
す
る
も
の
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ

る
が
、
山
先
・
山
師
の
下
に
従
属
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
山
先
に
は

特
権
と
し
て
一
定
数
の
床
及
び
板
を
「
役
な
し
」
に
認
許
さ
れ
た
、

慶
長
一
三
年
ま
で
山
先
一
人
に
板
三
枚
つ
つ
許
さ
れ
、
翌
年
政
景
山

奉
行
の
と
き
二
枚
を
増
許
さ
れ
、
床
一
発
と
と
も
に
各
自
の
居
屋
敷

内
に
施
設
操
業
し
た
。
元
和
初
年
に
は
町
内
に
散
在
す
る
こ
の
種
の

板
は
合
計
二
〇
馨
っ
た
と
い
二
言
、
二
、
流
し
畠
先
に
従

属
す
る
も
の
が
あ
り
、
慶
長
一
七
年
に
傾
城
町
・
上
皇
喩
町
。
下
川

原
町
の
内
山
〇
聞
焼
亡
し
た
中
に
、
　
「
な
が
し
』
四
あ
り
、
寒
心
は

（6）



山
先
分
で
あ
っ
た
。
山
先
は
山
師
の
内
特
定
の
も
の
で
あ
り
、
一
般

の
山
師
の
経
蛍
す
る
板
・
流
し
電
少
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
ず
り
」
と
よ
ぶ
放
棄
さ
れ
た
鉱
石
を
捨
得
す
る
業
者
が
あ
り
、
そ

の
場
所
に
よ
り
、
案
ず
り
。
薫
ず
り
・
通
ず
り
等
の
諸
役
を
納
め
る
。

慶
長
一
九
年
に
中
山
平
小
兵
衛
間
歩
の
虫
ず
り
を
市
右
衛
門
な
る
も

の
札
本
と
し
て
四
人
の
札
を
う
け
、
四
人
共
謀
し
て
他
に
二
人
を
傭

い
六
人
ぞ
、
ず
り
を
採
っ
た
こ
と
発
覚
し
て
、
一
人
は
逃
亡
し
、
四

人
は
成
敗
せ
ら
れ
、
一
人
は
「
板
取
に
そ
の
日
斗
や
と
は
れ
候
」
旨

く
串
払
い
と
な
っ
た
．
蕪
難
蚤
取
は
重
り
L
萎
に

ポ
∪
雇
傭
せ
ら
れ
、
ま
た
銀
山
記
に
「
買
石
の
家
に
板
取
と
云
者
住
な

り
」
と
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
二
二
に
多
く
雇
傭
さ
れ
た
。

　
選
鉱
精
錬
は
、
採
鉱
の
山
内
稼
業
に
対
し
、
　
「
町
方
」
に
お
い
て

行
わ
れ
、
　
「
由
小
屋
と
下
町
の
間
々
に
、
石
番
所
と
名
付
て
番
所
役

人
三
日
三
夜
の
勤
番
し
て
是
を
妬
む
」
と
い
わ
れ
る
番
所
を
以
て
境

界
と
し
た
．
羅
採
掘
し
姦
奪
ず
り
は
、
間
奎
の
印
判
緩

査
し
て
番
所
の
通
過
を
許
さ
れ
る
。
山
奉
行
脂
南
の
山
廻
は
随
時
に

巡
視
し
て
、
運
上
山
。
切
取
山
の
鉱
石
、
札
を
う
け
た
ず
り
以
外
の

荷
の
搬
嵐
を
監
視
し
、
違
犯
者
は
ほ
と
ん
ど
死
罪
を
科
し
た
。

　
　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
産
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
匿
）

　
精
仙
窟
工
程
を
述
。
へ
る
に
応
尤
だ
ち
’
、
冒
（
石
（
或
は
石
冒
一
）
に
つ
い
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
政
景
日
記
に
は
買
石
の
記
事
は
多
く
は
違
犯

行
為
に
関
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
石
心
買
近
江
の
勘
介
が
、
能
登
太

郎
兵
衛
札
本
の
干
枚
平
大
津
弥
右
衛
門
間
着
の
鉱
石
を
買
っ
て
嫌
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

を
う
け
た
が
、
結
局
無
罪
に
な
っ
た
如
き
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

寸
銘
ぢ
院
内
で
綾
掘
し
た
鉱
照
す
べ
て
買
石
の
手
に
叢

ら
れ
た
わ
け
で
な
い
。
そ
れ
は
山
嶺
山
師
経
賞
の
床
・
板
取
の
存
在

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
も
明
白
で
あ
る
。
至
宝
要
録
に
買
石
を
説
明
し

て
「
四
つ
留
小
屋
に
有
荷
を
、
朝
に
人
多
く
集
り
、
直
を
附
、
届
け

次
第
に
せ
わ
あ
げ
何
程
に
も
買
と
る
」
と
あ
り
、
　
「
働
き
荷
の
分
は

夙
に
入
た
る
ま
ま
、
何
程
成
共
お
き
」
　
「
少
斗
の
金
気
の
荷
は
四
つ

留
小
屋
に
入
た
る
ま
ま
な
り
」
と
あ
る
。
筒
石
は
四
つ
留
小
屡
に
納

め
た
低
晶
位
の
鉱
石
を
買
取
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
佐
渡
の
如
き
直
営

山
で
は
掘
分
け
法
に
よ
る
公
納
が
行
わ
れ
、
鉱
石
は
す
べ
て
磁
石
に

買
と
ら
れ
た
よ
う
で
、
霞
石
は
更
に
広
汎
に
置
床
を
経
営
し
た
。
佐

渡
の
掘
分
け
法
を
移
し
た
後
の
生
野
で
も
買
吹
の
名
が
行
わ
れ
て
い

る
。　

精
錬
は
荒
吹
即
ち
大
床
と
灰
吹
即
ち
小
床
の
ニ
工
程
に
分
れ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

（7）



　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
由
座
の
形
熊
仰
と
組
織
（
小
葉
顧
）

大
床
は
灘
難
を
ね
ば
土
と
と
も
に
、
ね
ば
水
興
り
を
逼

る
。
合
薬
と
し
て
鉛
を
合
わ
せ
鉱
石
を
焼
き
、
か
ら
み
を
取
り
去
り
、

そ
の
下
層
に
溜
っ
た
含
銀
鉛
に
水
を
か
け
「
氷
」
と
す
る
。
か
ら
み

に
は
士
分
が
残
る
故
に
、
焙
焼
を
繰
返
す
。
結
集
鉛
を
小
床
ぞ
吹
き
、

鉛
を
灰
に
吸
収
せ
し
め
灰
吹
銀
を
と
る
の
で
あ
る
。
慶
長
一
九
年
六

月
床
屋
よ
り
「
か
ら
み
役
」
の
免
除
を
願
禺
た
。
そ
の
理
由
は
以
前

は
小
床
屋
が
別
に
存
し
、
小
床
屋
よ
り
出
た
か
ら
み
を
買
取
り
吹
い

た
か
ら
、
こ
の
役
を
納
め
た
が
、
去
年
よ
り
大
床
の
み
と
な
っ
て
か

ら
み
の
売
買
な
き
故
迷
惑
ぞ
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
小
床
は

す
べ
て
大
床
の
兼
営
と
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
対
し
政
景
は
自
己

の
大
床
よ
り
禺
た
か
ら
み
を
直
接
に
吹
用
に
あ
て
、
か
ら
み
の
売
買

な
き
故
に
、
　
「
か
ら
み
役
」
を
大
床
屋
に
課
す
の
ぞ
あ
ろ
う
と
い
っ

て
い
る
。
ま
た
床
屋
の
言
分
に
、
石
質
持
参
の
ゆ
り
も
の
一
番
お
ろ

し
を
吹
き
、
二
番
お
ろ
し
に
一
番
よ
り
出
た
か
ら
み
を
砕
き
「
ね
ば
㎞

を
合
せ
吹
竜
、
そ
の
後
の
か
ら
み
に
銀
気
は
無
く
な
る
と
あ
り
、
一

番
の
ゆ
り
も
の
吹
、
二
番
の
か
ら
み
吹
に
、
い
ず
れ
も
吹
賃
八
分
を

と
る
と
あ
る
。
三
景
は
“
番
の
吹
賃
に
対
し
て
は
床
役
、
二
番
目
か

ら
み
吹
賃
に
対
し
て
は
「
か
ら
み
役
」
と
心
得
よ
と
命
じ
承
服
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

め
た
．
花
盛
開
坑
初
期
の
諸
役
運
走
大
床
役
炭
賦
役
と
と

も
に
「
か
ら
み
役
」
が
あ
る
。
慶
長
一
九
年
に
大
床
一
間
一
ケ
月
五

〇
匁
七
町
上
、
か
ら
み
役
は
二
〇
晶
・
定
め
た
．
小
床
即
農

吹
屋
が
、
は
じ
め
大
床
と
別
個
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
、
慶
長
一
七

年
春
役
を
持
つ
た
灰
吹
屋
長
右
衛
門
の
名
が
見
え
る
こ
と
、
ま
た
院

内
村
・
小
野
・
横
堀
に
は
大
床
役
が
な
く
て
灰
吹
役
の
み
あ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
竜
知
ら
れ
る
。
慶
長
一
七
年
暮
の
洪
水
に
被
害
分
床
三

六
間
、
翌
年
春
の
火
災
に
被
害
四
九
闇
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
床

の
数
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
慶
長
一
九
年
三
月
切
取
の
四
百
枚
平
備

前
次
右
衛
門
間
歩
は
、
六
下
ハ
奮
ま
で
つ
づ
い
た
が
、
蕪
職

を
産
し
、
こ
れ
を
床
屋
が
使
用
す
る
の
で
、
払
鉛
の
売
行
悪
く
ハ
調

査
の
結
果
播
磨
藤
十
郎
は
じ
め
石
銀
所
持
者
十
二
、
三
入
あ
り
、
更

に
山
中
の
買
石
。
床
屋
を
全
部
に
つ
い
て
有
無
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

大
小
四
二
人
あ
っ
た
。
当
時
払
鉛
高
の
見
込
に
つ
い
て
「
こ
の
頃
当

山
戸
数
四
ケ
所
余
御
玉
候
由
、
左
泳
ヘ
ハ
床
一
ケ
所
直
付
弐
拾
吹
ほ

と
か
ね
吹
弾
申
候
ヘ
ハ
現
当
あ
ひ
不
申
由
、
左
門
ヘ
ハ
一
吹
二
鉛
五
、

六
十
目
宛
も
く
べ
申
得
ハ
て
は
不
興
様
子
榔
、
厚
畳
二
鉛
茄
蝋
弐
百
四
、

五
＋
目
斗
か
や
う
幸
う
れ
申
峰
壁
塗
協
」
と
あ
り
、
こ
の
床
数
四
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蕃
は
四
・
ケ
所
の
謬
蓉
・
恵
嘱
鷲
、
一
七
畿
に

比
較
ナ
る
と
、
等
閑
の
減
少
に
応
じ
床
数
も
か
な
り
減
じ
た
よ
う
で

あ
る
。
床
屋
が
床
一
聞
乃
至
二
間
を
持
つ
竜
の
が
多
か
っ
た
こ
と
も

前
述
に
よ
り
考
え
ら
れ
る
。

　
床
に
は
山
先
山
師
に
従
属
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
、
床
屋
は
専
業

者
と
し
て
も
成
立
し
て
い
た
。
買
石
の
依
頼
に
よ
り
賃
吹
し
た
の
で

あ
る
。
慶
長
一
九
年
に
買
石
大
坂
角
左
衛
門
が
備
前
茂
兵
衛
床
ぞ
無

判
鉛
を
使
用
し
、
ま
た
同
じ
く
買
石
か
と
推
定
さ
れ
る
大
坂
久
次
が

備
前
八
蔵
と
組
み
、
加
賀
太
郎
右
衛
門
床
で
無
判
鉛
を
入
れ
て
、
と

も
に
所
罰
さ
れ
た
例
が
あ
り
、
買
置
は
床
を
賃
借
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
炭
的
屋
が
床
若
干
数
と
は
た
き
道
具
を
備
え
た
家
を
持
ち
、
床

一
間
に
つ
き
二
四
匁
の
貸
賃
で
床
屋
に
貸
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
床

屋
か
ら
床
役
並
の
炭
灰
役
徴
収
方
を
訴
出
た
が
、
今
寺
屋
は
炭
実
役

は
当
然
別
に
納
め
て
お
り
、
床
屋
が
か
よ
う
な
訴
を
す
る
ほ
ど
な
ら

ば
、
家
・
道
具
養
取
る
べ
き
で
あ
る
と
抗
弁
し
た
．
ヨ
・
三
、

①

四
つ
留
口
を
持
つ
ど
こ
ろ
の
外
方
に
開
い
た
坑
道
を
本
番
と
い
エ
、
本

番
の
坑
内
に
口
を
持
つ
枝
の
坑
道
を
横
番
と
い
エ
、
更
に
横
番
内
か
ら

掘
る
を
孫
横
番
な
ど
と
い
っ
た
。
院
内
に
見
ら
れ
た
多
く
の
実
例
は
、

近
世
銀
山
の
生
産
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
闘
）

②③④⑤

第
蕊
章
に
詳
述
す
る
・
．

慶
長
一
四
年
播
磨
町
太
夫
申
山
平
の
普
請
に
か
エ
U
伺
一
七
年
に
及
ん

だ
が
、
湧
水
の
た
め
山
奉
行
の
裏
判
を
と
り
申
止
し
、
人
を
付
け
ず
捨

f
い
た
の
で
、
越
前
薯
禽
が
新
札
を
と
り
蒸
し
た
。
ミ
詩

慶
長
一
七
年
四
月
播
磨
次
兵
衛
の
普
請
し
た
本
山
平
介
兵
衛
問
学
内
の

二
右
衛
門
敷
に
鍵
出
来
の
報
告
を
う
け
て
、
政
景
は
切
取
を
命
じ
た
が
、

次
兵
衛
の
諮
｝
求
で
問
吹
し
、
　
一
荷
出
銀
七
匁
五
厘
で
あ
っ
て
、
出
費
七

匁
余
に
対
し
利
益
な
し
と
い
う
理
由
で
、
引
っ
穿
き
普
請
し
た
。

ヶ
一
七
、

四
、
二
一

切
取
日
数
の
き
め
方
は
、
例
え
ば
金
沢
慕
で
は
普
請
の
情
況
に
応
ず
と

あ
る
の
み
で
、
憂
し
た
規
準
は
な
か
っ
た
つ
嶽
謡
幣

院
内
銀
山
記
に
「
百
日
の
出
凹
盤
に
銀
弐
拾
軸
貴
爵
の
轟
謀
請
な
ら
ば
、
十
日

の
ふ
し
ん
に
一
研
宛
の
切
取
、
百
日
普
請
の
時
は
十
日
の
切
坂
を
給
な

る
べ
し
、
十
日
の
切
取
の
内
に
、
百
日
普
請
の
入
同
銀
弐
拾
貫
目
を
取

て
、
其
上
に
銀
弐
拾
貫
目
も
徳
を
と
ら
せ
て
、
御
運
上
に
な
る
べ
き
事
、

当
番
○
（
山
廻
役
）
の
計
意
な
り
」
と
あ
り
、
六
〇
貫
の
内
、
二
〇
貫

は
百
日
普
請
入
目
、
二
〇
貫
は
山
奉
行
以
下
諮
役
入
等
へ
の
醍
儀
及
び

手
代
・
寸
志
・
大
工
以
下
へ
の
割
付
（
給
銀
扶
持
は
普
請
入
目
の
内
）

残
り
二
〇
貫
を
山
師
の
収
益
と
計
算
し
、
山
勘
即
の
収
益
多
く
、
　
一
〇
周

の
切
取
は
過
分
と
し
て
「
王
日
七
日
程
給
る
事
大
に
山
作
法
そ
む
く
な

り
、
千
貫
鼠
百
貫
目
の
徳
を
と
る
と
も
＋
口
に
一
日
一
二
の
日
毎
算
用

に
給
る
べ
し
」
と
て
、
山
師
の
企
業
心
を
振
起
し
山
勢
を
盛
ん
な
ら
し

め
る
価
顕
を
説
い
て
い
る
。

九
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⑥⑦⑧⑨⑩

近
世
銀
山
の
生
産
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
田
）

金
沢
藩
で
は
一
ケ
6
5
を
通
例
と
し
た
。
生
野
銀
山
は
元
和
七
年
以
後
山

方
法
式
が
佐
渡
鉱
山
風
に
改
ま
っ
た
が
、
そ
の
以
荊
は
院
内
等
と
類
似

し
て
い
る
。
寺
田
難
章
撰
銀
山
醸
詑
は
天
和
以
前
の
生
野
銀
山
の
浴
革

を
記
し
、
初
期
盛
山
時
代
の
史
料
と
し
て
唯
一
の
亀
の
と
す
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
運
上
山
に
悪
く
る
を
塁
壁
と
称
し
、
運
上
山
を

由
饗
山
と
よ
び
、
　
一
ケ
月
を
単
位
と
し
て
い
る
。

銀
山
旧
記
の
慶
長
三
年
の
条
に
「
直
入
の
初
は
上
銀
目
拾
匁
追
々
に
売

上
げ
て
取
な
η
」
と
あ
り
、
坐
野
で
も
直
入
れ
銀
一
〇
匁
よ
り
は
じ
め

て
、
せ
っ
た
．
．

銀
山
紀
に
「
上
様
へ
十
日
の
日
数
に
御
運
上
御
課
会
上
銀
千
枚
奉
る
、

去
に
覧
て
こ
訟
千
枚
口
と
名
付
け
た
り
」
と
あ
る
。

山
に
対
す
る
方
向
を
厚
身
反
対
を
薄
身
と
い
い
、
鉱
山
に
よ
っ
て
定
ま

っ
た
方
位
と
な
る
。

生
野
で
は
元
和
八
年
諸
方
に
間
歩
禺
来
し
、
　
一
ケ
月
五
－
六
〇
〇
〇
荷

に
及
び
、
一
荷
（
一
斗
二
升
）
大
凡
二
〇
i
壱
…
○
匁
で
あ
っ
た
と
い
う
。

佐
渡
で
は
川
上
可
一
氏
所
蔵
の
慶
長
｝
三
ー
ム
五
年
の
記
録
に
よ
わ
ば
、

諸
二
歩
に
対
し
奉
行
所
よ
り
随
時
間
吹
を
行
い
、
一
荷
に
っ
き
一
〇
〇

匁
以
上
四
〇
〇
匁
を
超
え
た
例
も
少
か
ら
ず
、
　
二
〇
一
三
〇
匁
は
数
千

荷
に
対
す
る
「
な
ら
し
」
と
し
て
往
々
記
し
て
い
る
。
至
宝
要
録
に

「
わ
ら
莚
〔
壱
放
を
共
儒
…
杁
に
し
」
　
「
其
杁
に
鈷
を
入
れ
た
る
を
荷
と
弐

ふ
」
と
あ
る
が
、
通
常
斗
升
を
以
て
そ
の
量
を
い
う
。
生
野
で
は
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
い
し

に
は
一
斗
二
升
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
に
は
皆
石
・
鋭
は
二
斗
一
升
、

石
鍛
は
一
斗
八
升
で
あ
っ
た
。
撫
見
政
界
西
七
月
雄
勝
郡
院
内
叙
山
稼
方

⑪⑫

一
〇

導
爆
御
尋
之
萱
野
上
候
書
付
に
「
荷
主
鼠
形
…
御
尋
候
に
御
座
供
、
石

土
侶
鋏
之
墜
和
二
准
シ
軽
重
御
座
候
」
と
あ
る
。
　
（
由
果
京
内
史
料
脂
鰭
　
炉
荒

谷
思
掛
）

丹
後
務
兵
衛
は
丹
後
鋸
右
衛
門
の
依
頼
で
、
ず
η
・
ゆ
り
亀
の
一
荷
を

石
山
尾
張
市
介
に
亮
渡
し
、
市
介
は
六
郷
の
長
二
郎
を
し
て
無
業
の
ま

ま
持
ち
下
山
せ
し
め
た
の
で
、
蓑
削
れ
山
中
払
と
な
っ
た
。
融
黒
門

石
買
九
郎
右
衛
門
は
山
先
二
郎
膚
衛
門
切
取
の
千
枚
平
八
貫
五
百
目
問

歩
の
内
三
九
郎
鋪
横
番
の
荷
三
荷
を
買
い
、
　
一
荷
に
な
お
し
、
他
よ
り

買
っ
た
荷
を
一
荷
と
し
、
二
郎
右
衛
門
切
取
の
切
手
で
、
番
所
を
通
過

せ
ん
と
し
発
覚
、
成
敗
さ
紮
。
竺
M
、

四
〇
ケ
所
と
し
て
、
鉛
一
H
の
消
費
凡
そ
四
、
五
〇
貫
、
払
鉛
直
段
は

慶
長
一
七
年
暮
の
銀
一
匁
に
っ
き
鉛
二
五
〇
匁
よ
り
や
や
硫
一
上
げ
さ
れ

た
こ
と
は
、
元
和
初
年
の
直
段
を
併
考
し
て
察
知
で
き
る
か
ら
、
　
一
日

の
払
逆
子
大
体
銀
二
四
〇
一
二
五
〇
匁
と
な
る
。

二
　
鉱
業
の
人
的
組
織

鉱
業
の
響
者
と
な
る
も
の
は
、
通
常
山
師
湿
熱
禦
多
で

あ
り
、
山
主
と
も
よ
ば
れ
、
そ
の
下
に
従
属
し
労
働
す
る
諸
種
の
披

術
者
労
働
者
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
近
世
中
期

以
後
に
か
な
り
に
分
業
化
し
た
単
一
経
営
主
の
資
本
家
的
経
営
の
行

わ
れ
え
銅
鉱
業
等
ぞ
は
、
分
業
部
面
に
お
い
て
各
種
の
名
称
の
も
の
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も
現
わ
れ
て
い
る
が
↓
初
期
の
院
内
で
は
ど
ん
な
も
の
が
知
ら
れ
る

か
。
政
景
日
記
で
は

　
手
代
　
か
な
ご

杢
愛
子
弊
灘
警
頭

寸
曳
網
甫
期
青
笹
．
警

賄
持
ろ
う
そ
く
番
①

が
、
諸
所
に
記
さ
れ
、
ま
た
元
和
四
年
干
枚
平
水
抜
普
請
の
時
挙
げ

ら
れ
た
も
の
に
、
樋
水
引
。
樋
横
目
・
樋
大
工
。
飯
た
き
・
木
切
等

　
　
②

が
あ
る
。

山
奉
行
の
認
夏
得
て
闇
歩
・
鋪
影
醸
監
毎
帷
灘
に
そ

れ
が
本
番
た
る
と
横
番
た
る
を
問
わ
ず
、
自
己
の
揉
算
と
責
任
で
稼

業
す
る
の
が
山
師
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
山
師
は
鉱
業
の
上
で
は
、
与

え
ら
れ
た
社
会
的
資
格
で
あ
っ
た
。
経
営
法
に
「
お
中
」
と
よ
ば
れ

た
共
同
経
営
が
あ
っ
た
。
慶
長
一
七
年
二
月
伯
脅
作
右
衛
門
・
土
佐

仁
左
衛
門
が
お
中
で
、
五
つ
の
間
歩
を
普
請
し
た
が
、
七
月
に
痴
り

作
左
衛
門
お
中
を
解
消
す
る
こ
と
を
希
望
し
仁
左
衛
門
の
承
諾
を
待

た
ず
に
小
屋
を
出
た
籍
痢
撚
ω
と
認
定
さ
れ
た
の
ぞ
、
政
景
は
仁
左

衛
門
の
訴
を
道
理
と
裁
断
し
、
五
つ
の
聞
歩
と
も
彼
に
与
え
た
。

　
　
　
　
　
近
世
鍛
山
の
生
産
の
形
態
と
組
識
（
が
葉
田
〉

「
当
山
二
戦
馬
い
つ
れ
に
て
も
お
中
と
鴬
町
半
分
宛
分
申
事
」
と
い

い
「
｝
小
及
旦
北
非
、
お
幽
・
を
分
度
由
丁
も
、
仁
左
衛
門
強
描
相
庶
遅
肺
ハ
ぐ
、
算

用
を
究
、
其
上
別
に
屠
峰
て
可
然
亦
」
と
述
べ
、
二
人
お
中
の
場
合
、

相
互
了
解
の
上
、
算
用
を
究
め
半
分
宛
醐
歩
分
け
る
が
仕
法
で
あ
る
「

と
し
て
い
る
．
竺
鄭
慶
曇
牽
七
月
四
貫
三
舞
雛
形
の
内

横
番
三
つ
を
、
丹
後
与
兵
衛
・
大
坂
五
兵
衛
・
白
銀
屋
九
兵
衛
三
人

が
そ
れ
ぞ
れ
札
を
う
け
札
本
と
し
て
、
実
は
お
中
で
普
請
し
た
。
九

兵
衛
浸
水
に
対
し
樋
引
普
請
を
怠
っ
た
の
で
札
を
漫
収
さ
れ
、
そ
の

札
を
他
の
二
人
に
与
え
樋
引
に
務
む
べ
き
を
命
じ
た
に
つ
い
て
、
五

兵
衛
は
「
両
人
致
被
預
峰
ヘ
ハ
あ
ひ
見
学
捧
間
」
与
兵
衛
に
附
せ
ら

れ
た
き
旨
を
請
い
、
与
兵
衛
が
請
け
た
。
与
兵
衛
は
更
に
三
つ
の
横

禁
暫
く
禁
不
能
の
た
め
「
と
さ
ぎ
」
難
質
虜
戸
の
饗

を
願
っ
た
の
で
、
山
景
は
二
放
の
札
を
返
納
せ
し
め
】
枚
と
し
た
。

暫
・
藍
ハ
吻
ゼ
豊
黒
幕
よ
る
と
「
毒
」
の
嚢
に
は
、
奮

が
稼
業
す
る
鋪
を
持
ち
そ
の
責
任
の
所
在
を
明
か
に
す
る
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
藩
に
対
す
る
責
任
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
深
く
関
係

す
る
。
慶
長
二
二
年
中
山
八
郎
左
衛
門
・
大
津
弥
右
衛
門
の
二
人
が

酒
田
石
兵
衛
欄
歩
を
七
、
四
〇
〇
匁
の
運
上
で
諸
け
、
八
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

（11）



　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
産
分
形
熊
と
組
繊
（
小
葉
邑

分
は
三
、
九
〇
〇
匁
で
出
銀
な
き
た
め
に
、
元
和
三
年
よ
う
や
く

二
、
○
O
o
釜
納
め
て
残
額
を
免
ぜ
ら
斐
．
聖
バ

　
山
師
が
常
に
資
金
の
不
足
に
苦
し
み
、
普
請
に
よ
っ
て
は
資
金
難

の
た
め
中
途
放
棄
を
も
往
々
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
、
お
中
は
か
か

る
必
要
か
ら
も
生
れ
、
ま
た
彼
等
の
常
時
経
験
す
る
損
失
の
危
険
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
か
ら
も
考
え
ら
れ
た
。
本
番
・
横
番
或
は
本
番

を
同
じ
く
す
る
い
く
つ
か
の
横
番
は
、
普
請
や
排
水
等
に
つ
き
共
通

の
利
害
関
係
が
あ
り
、
連
絡
あ
る
工
事
が
大
切
で
あ
っ
た
こ
と
も
お

中
の
特
に
璽
要
な
所
以
で
あ
ろ
う
。
お
中
は
ま
た
組
と
よ
ば
れ
、
お

中
の
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ
山
本
の
場
合
も
あ
り
、
一
人
が
札
本
の
場
合

も
あ
る
が
、
各
自
は
藩
に
対
す
る
運
上
の
分
担
責
任
を
明
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
慶
長
一
八
年
七
月
大
切
山
の
内
乳
右
衛
門

錬
の
横
番
に
鉱
出
来
し
、
の
み
角
違
反
に
つ
い
て
、
組
の
者
を
召
喚

し
た
。
加
賀
杢
右
衛
門
・
越
前
長
左
衛
門
は
参
っ
た
が
、
越
前
与
十

郎
外
二
名
は
逃
亡
し
た
。
こ
の
横
番
は
大
坂
久
左
衛
門
札
本
で
、
そ

の
手
代
茂
左
衛
門
は
杢
右
衛
門
に
渡
し
宇
右
衛
門
を
山
主
と
し
た
と

い
う
．
政
景
指
南
の
山
廻
の
勘
兵
衛
は
、
長
左
衛
門
に
頼
ま
れ
手
代

よ
り
も
ら
っ
て
「
右
の
も
の
共
に
」
に
渡
し
た
と
い
う
。
杢
右
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

門
・
長
左
衛
門
は
、
与
＋
郎
を
山
主
と
い
う
。
よ
っ
て
政
景
は
、
山

主
は
お
中
と
認
め
一
同
の
犯
罪
と
断
じ
、
二
人
並
に
後
に
捕
え
ら
れ

た
与
＋
郎
を
共
に
成
敗
し
た
．
諜
五
爵
左
陶
は
札
査
、
あ

っ
て
も
実
際
の
経
堂
に
関
係
な
く
、
山
主
は
お
申
で
、
お
中
が
一
切

の
費
任
者
で
あ
っ
た
。
久
左
衛
門
は
大
切
山
水
抜
普
請
の
担
当
者
で

あ
っ
て
、
大
切
山
の
内
の
鋪
に
は
他
に
も
同
人
の
札
本
の
も
の
が
あ

り
、
慶
長
一
七
年
に
は
浸
水
中
の
万
右
衛
門
本
鋪
及
び
横
番
の
下
部

を
大
切
山
水
抜
が
打
ぬ
い
た
た
め
排
水
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

譲
章
慶
長
毛
年
賦
釜
左
衛
門
は
本
山
平
窪
繁
衛
門
間
歩

友
び
横
番
を
普
請
し
、
そ
の
内
事
助
鋪
の
内
一
丁
前
を
備
前
勘
右
衛

門
が
普
請
し
た
。
二
右
衛
門
の
大
工
が
鉱
雌
来
を
報
告
せ
ず
半
荷
を

舞
・
処
罰
嚢
を
・
が
あ
骨
堂
ぢ
中
笑
体
に
対
等

の
分
担
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
丁
前
を
請
け
る
場
合
と
大
小
の

差
は
あ
る
が
、
経
営
者
と
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
に
は
変
り
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
こ

　
こ
れ
に
対
し
札
本
の
山
師
が
金
子
に
対
し
稼
業
を
渡
す
こ
と
が
あ

る
．
金
子
は
、
や
や
後
に
な
る
と
鋪
内
の
掘
場
を
山
師
よ
り
講
け
て

稼
業
す
る
も
の
で
、
山
師
に
従
属
し
大
工
・
掘
子
と
の
中
間
に
位
す

る
こ
と
が
明
白
に
指
摘
さ
れ
る
が
、
実
は
近
世
初
期
に
は
巳
に
か
よ

（　IP．　）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

う
友
階
層
を
成
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
慶
長
一
七
年
千
枚
平
大
津

弥
右
衛
門
闇
討
は
運
上
山
と
し
て
能
登
太
郎
兵
衛
豊
本
と
な
り
、
自

己
の
か
き
濾
し
ノ
し
い
る
。
笠
託
紀
築
二
年
育
政
景
は
、

野
田
山
に
鍵
出
で
運
上
山
・
も
蹟
来
た
と
い
う
山
奉
行
の
報
告
を
う
け

久
保
田
よ
り
院
内
へ
赴
い
た
。
山
師
は
全
部
が
運
上
負
の
た
め
山
稼

業
不
可
能
の
有
様
で
「
お
も
だ
ち
た
る
か
な
ご
三
十
六
入
あ
と
く

奉
行
衆
之
時
言
理
、
右
之
者
同
前
二
山
密
雲
し
と
あ
る
。
即
ち
元
和

末
祭
受
諾
綴
壌
山
師
に
代
っ
て
、
主
な
る
金
子
三
＋
六
人

お
中
で
普
請
し
き
た
の
で
あ
る
。
鉄
に
つ
い
た
が
、
直
入
れ
の
み
で

運
上
出
せ
り
手
な
く
、
結
局
政
景
は
次
の
如
く
処
置
し
た
。
か
な
ご

が
五
人
組
を
つ
く
り
、
せ
り
の
時
は
一
組
だ
け
で
は
困
難
な
る
故
に

薗
部
に
届
け
て
二
、
三
組
連
合
ぞ
実
施
し
、
そ
の
他
の
普
請
さ
ら
い
、

少
分
の
せ
り
山
の
時
は
、
一
組
単
位
で
せ
ら
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

望
、
三
醤
山
は
新
問
歩
で
あ
る
が
、
山
師
聖
運
養
の
た
め

普
請
を
許
さ
れ
ず
、
か
な
ご
が
連
合
し
て
こ
れ
に
当
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
政
景
が
五
人
組
を
命
じ
た
の
も
コ
人
二
人
二
而
普
請
山
も
御

運
上
山
も
可
罷
成
躰
田
無
之
」
た
め
で
、
し
か
も
せ
り
に
は
二
、
三

組
の
連
合
を
当
然
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
師
は
と
も
か
く

　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
薩
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
田
）
　
「

一
箇
の
経
営
者
た
り
得
る
屯
の
で
、
か
な
ご
は
単
独
に
経
営
者
た
る

資
力
は
到
底
持
た
ず
、
通
常
は
山
師
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
次
に
山
県
・
山
師
以
下
の
社
会
的
の
基
盤
や
性
格
に
つ
い
て
考
え

よ
う
。
山
嶽
は
山
師
の
内
で
山
を
見
立
て
た
者
に
与
え
ら
れ
た
資
格

で
、
鉱
業
部
面
だ
け
で
な
く
銀
山
町
統
制
に
つ
い
で
山
奉
行
の
相
談

を
う
け
、
一
定
数
の
床
・
板
。
流
し
等
を
危
な
し
に
許
さ
れ
た
。
元

和
四
年
山
先
言
介
・
同
二
郎
．
右
衛
門
が
、
千
枚
水
抜
普
請
に
対
す
る

藩
の
数
度
の
貸
米
に
書
入
物
な
く
、
　
「
上
よ
り
被
．
下
樋
役
な
し
を
山

悪
く
い
は
穿
可
早
上
由
」
申
入
れ
た
の
は
、
山
先
の
特
典
の
役
な
し

を
返
上
す
る
こ
と
を
胆
嚢
書
す
る
蔑
ノ
・
あ
る
．
噛
、
ひ
銀

山
記
に
は
院
内
銀
山
を
発
見
し
た
四
人
の
山
師
、
即
ち
大
谷
刑
部
の

遺
臣
越
前
村
山
宗
兵
衛
を
筆
頭
と
し
関
ケ
原
浪
人
伊
勢
林
治
郎
左
衛

門
・
会
津
渡
辺
勝
右
衛
門
・
仙
北
石
山
伝
介
が
、
藩
・
王
義
宣
か
ら
藩

老
渋
江
内
膳
を
以
て
山
先
の
証
交
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
政
景
口

記
に
山
先
と
し
て
記
さ
れ
る
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

藤
無
難
蕨
半
介
陀
さ
誓
言
昂
蕃
甚
二
郎
蛇

丁
子
言
三
郎
竺
既
㍊
だ
。
伝
介
野
次
四
悪
八
二
響

衛
鶏
き
蒙
四
聖
叢
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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近
世
鍛
山
の
生
産
の
形
懸
と
組
織
（
小
葉
田
）

正
左
衛
門
は
越
前
正
左
衛
門
で
あ
ろ
う
が
、
電
乱
、
当
時
は
最

も
有
力
な
出
先
で
あ
っ
た
。
山
先
は
世
襲
さ
れ
る
が
、
村
山
宗
兵
衛

の
撃
は
加
賀
浪
人
璽
套
衛
門
と
い
究
、
鑛
整
管
記
の

（
加
賀
）
杢
右
衛
門
で
あ
ろ
う
。

　
銀
山
記
に
山
師
三
六
人
と
し
、
山
先
の
外
に
一
九
人
の
名
を
挙
げ

て
い
る
．
政
書
記
に
・
畠
師
撲
を
蓮
鑑
別
に
あ
げ
れ
ば

左
の
響
で
あ
る
．
銀
。
懸
灘
顯
講
書
罫
駈

備
前
助
右
欝
惣
喬
門
愚
書
㌃
麗
薦
垂

　
　
　
　
二
右
衛
門
　
次
左
衛
門
　
二
郎
太
夫
　
○
市
右
衛
門
　
正

　
　
　
　
兵
衛
七
兵
衛
（
岡
本
孫
太
夫
・
橋
本
権
兵
衛
・
山
崎
左

　
　
　
　
兵
衛
）

播
磨
次
兵
衛
儀
太
夫
善
七
茂
兵
衛
治
兵
衛
理
冶
衛

　
　
　
　
門
善
吉
郎
嘉
兵
衛

越大越京大
後喜前坂

杢
右
衛
門

五
郎
兵
衛

（
万
）

満
右
衛
門

弥
右
衛
門

注
右
衛
門

○
久
左
衛
門
彦
三
郎
吉
三
郎
五
兵
衛

○
作
兵
衛
　
次
兵
衛
　
喜
庵
（
与
惣
右
衛
門
）

平
蔵
　
三
管
　
介
左
衛
門

孫
左
衛
門
徳
蔵

七
郎
兵
衛
清
＋
郎
（
五
郎
次
郎
・
茂
兵
衛
）

越出丹伊加
中雲句勢賀

瓦

　
堺
源
左
衛
門
、

　
左
衛
門
、

　
郎
兵
衛
、

　
兵
左
衛
門
、

白
銀
屋
九
兵
衛
、
武
右
衛
門

　
鉱
山
初
期
に
お
い
て
闇
歩
錬
に
冠
せ
ら
れ
た
人
名
は
、
最
初
に
普

請
切
取
に
当
っ
た
山
師
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
政
事
日
記
に
記
す
内
か

ら
前
記
の
山
師
名
を
除
き
、
な
お
次
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
源
左
衛
門
、
白
石
兵
衛
、
嘉
左
衛
門
、
与
三
衛
門
、
三
九
郎
、
箆

　
右
衛
門
、
津
右
衛
門
、
広
島
介
兵
衛
、
太
郎
介
、
茂
五
右
衛
門
、

　
酒
田
左
次
右
衛
門
、
忠
兵
衛
、
小
兵
衛
、
○
奉
安
（
相
の
山
並

　
助
。
伊
賀
十
右
衛
門
。
塩
見
惣
右
衛
門
。
酒
井
九
兵
衛
。
大
泉

坊
）

作
兵
衛
半
兵
衛
（
庄
兵
衛
・
岩
尾
市
兵
衛
）

作
左
衛
門
長
三
郎
茂
左
衛
門
離
鵬
繕
（
前
壷
ハ
衛
）

与
兵
衛
徳
右
衛
門

市
兵
衛
　
七
右
衛
門

伝
兵
衛
五
郎
三
郎

　
　
　
近
江
介
左
衛
門
（
平
兵
衛
・
左
兵
衛
）
、
土
佐
仁

　
尾
張
介
次
（
治
右
衛
門
）
、
甲
斐
兵
左
衛
門
、
能
登
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
お
や
ま

　
石
見
理
介
、
酒
田
佐
左
衛
門
、
闇
山
九
兵
衛
、
○
赤
塚

　
　
越
南
押
合
左
衛
門
、
　
・
甲
由
山
八
郎
丘
ハ
衛
、
　
長
井
久
丘
門
衛
、
・

（14）



　
以
上
を
以
て
寛
永
以
前
の
山
営
営
を
尽
し
た
も
の
で
は
な
い
。
寛

永
四
年
山
奉
行
中
川
宮
内
の
許
へ
年
始
に
集
っ
た
山
師
三
六
入
と
い

わ
れ
る
が
、
開
坑
時
の
盛
期
に
は
遙
か
に
多
数
が
集
っ
た
こ
と
ぞ
あ

ろ
う
。
山
霊
山
師
は
山
方
稼
業
だ
け
で
な
く
、
町
方
の
稼
業
を
も
兼

営
し
た
も
の
が
多
い
。
広
島
介
兵
衛
は
傾
城
町
に
住
し
、
そ
の
欠
所

跡
に
子
方
の
九
郎
右
衛
門
が
傾
城
屋
を
営
ん
で
お
り
、
介
兵
衛
は
本

来
傾
城
屋
で
竜
あ
っ
た
。
諸
役
を
請
負
つ
た
も
の
に
、
突
先
山
師
が

多
い
。
慶
長
一
八
年
春
役
に
お
い
て
、
能
登
太
郎
兵
衛
・
山
影
正
左

衛
門
が
三
役
、
丹
後
与
兵
衛
が
板
役
、
備
前
市
左
衛
門
が
鍛
冶
役
を

持
つ
た
。
ま
た
越
後
七
郎
兵
衛
の
子
方
越
後
小
二
郎
は
、
小
野
・
横

堀
の
灰
吹
役
を
持
っ
て
い
る
。
彼
等
は
持
役
と
同
種
の
稼
業
を
も
営

ん
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
兼
業
に
よ
る
利
益
は
、
間
歩
普

請
へ
も
投
資
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
斎
言
の
貢
納
未
進
は
、
一
は
銀

山
町
の
経
済
の
不
安
定
な
と
こ
ろ
が
ら
も
来
る
が
、
間
歩
普
請
へ
の

融
通
行
為
が
一
層
の
危
険
を
孕
ん
で
い
た
。

　
院
内
に
見
ら
れ
る
当
時
の
山
先
山
師
は
ハ
　
一
、
二
の
問
歩
鋪
を
稼

業
す
る
の
が
一
般
で
あ
り
、
巨
大
な
資
本
を
蓄
積
し
得
る
よ
う
な
実

情
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
経
営
は
常
に
危
険
と
不
安
が
伴
い
、
一

　
　
　
　
近
世
銀
田
の
生
正
座
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
国
）

起
一
伏
、
賜
日
の
開
運
を
た
だ
待
つ
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
而
も

藩
の
収
奪
は
厳
重
を
極
め
た
こ
と
は
前
章
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。

山
師
は
す
べ
て
藩
よ
り
欝
欝
貸
銀
を
負
う
た
の
み
で
な
く
、
運
上
未

進
に
終
り
、
そ
の
他
掛
持
を
兼
ね
る
と
き
は
諸
役
の
未
進
を
累
ね
る

の
み
と
い
っ
て
よ
．
い
。
大
切
山
水
抜
を
普
請
し
た
と
い
う
大
坂
久
左

衛
門
も
「
な
に
と
も
す
り
き
り
に
て
不
豊
成
由
」
で
、
凍
露
の
口
入

れ
で
御
藥
二
・
俵
を
糖
貸
与
さ
れ
た
．
彫
・
烹
、
芝
繋
加
賀
左

兵
衛
も
持
役
の
世
論
・
湯
風
呂
役
の
多
額
の
未
進
を
残
し
て
山
を
逃

亡
し
た
．
陀
詰
由
先
中
の
翼
壁
左
欝
で
す
ら
、
元
和
二
年

藩
営
の
質
屋
の
下
宿
を
預
り
決
済
出
来
ぬ
た
め
に
、
元
和
九
年
向
庄

九
郎
に
身
柄
を
預
け
ら
れ
た
が
、
　
「
院
内
銀
山
山
先
二
而
犀
潟
欝
欝

鞘
」
特
に
輩
と
と
も
に
国
内
安
住
を
許
さ
れ
た
・
望
、
死

　
続
銀
山
記
所
収
の
元
和
三
年
差
国
之
者
調
覚
に
よ
れ
ば
、
計
約
二

〇
〇
〇
に
及
ぶ
銀
泥
在
住
者
の
濡
身
地
心
の
口
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
山
方
稼
業
者
の
み
を
現
わ
し
た
竜
の
ぞ
な
い
が
、
銀
山
町
人

口
中
に
山
先
山
師
以
下
鉱
山
労
務
者
の
口
数
の
比
露
は
大
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
か
ら
、
或
る
程
度
ま
で
そ
の
出
身
地
別
を
示
す
も
の
と

い
え
る
。
こ
の
覚
に
よ
る
と
、
備
前
。
極
勢
・
加
賀
が
一
〇
〇
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

（ユ5）



　
　
　
　
近
世
銀
山
の
生
塵
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
曝
）

超
え
、
日
本
海
岸
の
北
陸
筋
は
概
し
て
多
く
、
京
・
大
坂
。
江
戸
の

都
市
・
尾
張
・
播
磨
等
も
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は

銀
山
町
構
成
の
事
惜
か
ら
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ
、
第
四
章

に
て
言
及
し
た
い
と
思
う
。
佐
渡
そ
の
他
当
時
の
大
鉱
山
に
つ
い
て

も
比
較
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
三
輪
・
山
師
だ
け
の
出
身
も
共
通

す
る
点
が
あ
っ
て
、
恐
ら
く
鉱
山
稼
業
者
と
し
て
為
る
地
方
ぞ
は
専

業
的
な
も
の
を
多
く
発
生
せ
し
め
た
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
ま
い

か
。
元
和
三
年
の
調
査
で
は
羽
前
・
仙
台
・
岩
城
・
岩
代
等
の
東
北

諸
国
の
も
の
竜
流
石
に
多
く
、
遙
か
に
多
数
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
秋
田
・
仙
北
出
身
者
は
こ
の
調
査
に
は
洩
れ
て
い
る
。

　
山
師
の
下
に
、
金
子
。
大
工
以
下
ど
れ
程
の
数
が
従
属
し
て
い
た

か
は
、
普
請
・
切
取
・
運
上
稼
ぎ
の
大
小
に
よ
り
差
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
初
期
の
院
内
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
述
べ
難
い
。

大
工
等
は
交
替
制
ぞ
あ
る
か
ら
、
普
請
・
採
掘
を
急
ぐ
と
き
は
交
替

数
を
多
く
す
る
。
浸
水
が
大
き
く
な
る
と
、
樋
引
そ
の
他
の
労
力
が

殊
に
増
大
す
る
。
干
枚
平
水
抜
普
請
の
例
に
次
の
如
く
二
六
九
人
を

計
上
し
て
い
る
。

　
大
工
　
一
番
に
付
五
人
　
　
　
　
六
交
替
　
　
三
〇
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

　
水
引
樋
三
四
本
　
一
本
に
付
二
人
　
一
ご
交
替
　
二
〇
四
人

　
樋
横
目
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
三
交
替
　
　
一
五
人

　
樋
大
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
ぬ
父
此
管
　
　
　
　
六
人

　
手
代
　
四
人
　
　
飯
た
き
　
六
三
　
　
木
切
　
四
人

　
油
引
も
水
勢
が
強
ま
る
と
、
樋
一
本
に
つ
き
三
、
四
人
か
ら
七
、

八
人
も
つ
け
る
と
い
『
離
・
翫
、
そ
れ
だ
け
交
替
の
頻
肇
増
す

の
で
、
当
時
数
十
本
の
馬
立
は
少
く
な
い
か
ら
莫
大
な
人
数
と
な
る
。

至
宝
要
録
に
は
、
大
工
・
丁
子
は
素
普
請
の
と
き
は
米
一
升
の
扶
持

と
給
銀
・
わ
ら
凝
を
与
え
、
金
掘
鋪
蟹
難
の
と
き
は
給
銀
な

く
扶
持
米
で
あ
っ
た
と
い
う
。
前
述
の
水
抜
普
請
に
は
二
六
九
人
に

対
し
、
月
に
米
一
〇
〇
石
を
計
上
し
て
い
る
か
ら
平
均
一
人
一
日
に

つ
き
一
升
二
合
余
と
な
る
。
銀
山
記
に
よ
る
と
、
切
取
後
に
収
益
に

応
じ
て
、
寸
甫
・
大
工
以
下
小
者
に
い
た
る
ま
で
一
定
の
割
付
が
あ

⑥る
。
運
上
稼
も
十
日
山
な
れ
ば
一
〇
日
終
れ
ば
、
収
益
に
応
じ
必
ず

一
定
の
割
付
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
山
師
と
金
子
・
大
工
以
下
の

従
属
関
係
は
普
代
的
で
な
い
。
普
代
的
な
竜
の
は
手
代
だ
け
で
あ
る
。

大
坂
久
左
衛
門
手
代
大
坂
茂
左
衛
門
、
山
先
正
充
衛
門
手
代
弥
次
右

衛
門
、
備
前
二
右
衛
門
手
代
善
右
衛
門
の
如
き
そ
の
例
で
あ
る
。
手

（16）



代
は
ま
た
讐
・
も
い
わ
れ
、
箪
曝
者
議
中
山
師
の
代
行
者

で
あ
り
、
　
「
ほ
り
こ
な
と
ハ
手
代
之
者
に
下
人
同
様
二
被
遣
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
大
匙
。
掘
子
等
は
雇
傭
関
係
を
形
と
し
て
と
る
が
、

債
務
（
前
貸
）
或
は
質
関
係
を
と
る
こ
と
多
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
、

身
分
的
に
拘
縛
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
関
係
は
、
永
続
性

を
内
容
と
す
る
隷
属
的
な
も
の
に
は
決
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
は
野
田
山
普
請
に
金
子
が
連
合
し
て
業
・
王
と
な
っ
た
こ
と
に
已

に
窺
わ
れ
る
。
当
時
の
貴
金
属
生
産
は
全
体
と
し
て
著
し
い
も
の
で

あ
っ
た
が
、
鉱
山
の
隆
蒜
は
甚
し
く
、
間
印
肉
々
の
興
廃
は
め
ま
ぐ

る
し
い
程
ぞ
あ
っ
た
。
高
田
位
の
良
鉱
の
み
を
基
準
に
お
き
、
採
鉱

精
錬
の
技
術
は
低
く
、
稼
業
に
計
画
性
を
欠
如
し
た
こ
と
は
、
自
然

条
件
に
規
制
さ
れ
る
鉱
業
生
産
を
更
に
甚
し
く
不
安
定
偶
然
的
な
も

の
と
し
た
。
政
景
は
「
院
内
銀
山
盛
之
時
分
或
ハ
か
な
こ
丑
百
。
三

百
宛
為
持
者
も
一
所
二
不
居
協
、
其
上
山
師
二
金
子
ハ
奉
公
人
と
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歩
）

違
捧
、
今
は
ま
て
山
先
見
二
金
子
二
居
続
者
も
、
山
勢
間
分
あ
し
く

捧
ヘ
ハ
よ
き
闇
分
持
た
る
者
之
所
へ
過
者
に
て
泳
」
と
い
っ
て
い
る
。

廿
・
」
、
騨
枚
業
抜
普
請
に
、
政
景
は
纂
の
・
と
を
久
保
田
へ

申
達
す
る
が
故
に
「
ロ
ハ
今
よ
り
人
を
闇
立
、
r
来
月
よ
り
僻
怠
な
く
」

　
　
　
　
近
微
銀
山
の
生
塵
の
形
態
と
組
織
（
小
葉
国
）

普
請
す
る
こ
と
を
命
じ
、
三
〇
〇
人
近
い
労
働
者
を
急
速
に
集
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
よ
う
に
し
て
鉱
山
に
は
熱
間
歩
の
興
廃

盛
衰
に
対
応
し
て
、
相
当
の
労
働
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
一
山
と
し

て
も
盛
衰
が
は
げ
し
9
い
か
ら
労
働
力
の
移
動
は
絶
え
ず
繰
返
さ
れ
る
。

当
時
東
北
で
は
秋
田
藩
・
南
部
藩
領
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
貴
金
属

山
は
一
時
に
開
発
せ
ら
れ
、
そ
の
興
廃
に
応
じ
て
山
師
以
下
の
去
就

が
見
ら
れ
た
。
前
述
の
元
和
三
年
諸
国
之
者
海
難
よ
り
推
定
さ
れ
る

如
く
、
鉱
山
業
者
と
し
て
の
山
師
、
金
子
。
大
工
・
掘
子
等
の
労
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

者
も
、
専
業
の
階
層
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
た
。
近
世
後
期
の
鉱

山
聞
書
の
序
に
「
十
国
十
山
を
家
と
し
て
」
一
生
を
送
る
と
い
う
鉱

山
業
者
鉱
夫
の
初
期
形
態
が
、
而
も
そ
の
口
数
に
お
い
て
は
驚
く
ほ

ど
大
規
模
に
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
望
事
よ
り
知
ら

れ
る
通
り
、
鉱
山
周
縁
，
の
地
域
か
ら
多
数
の
労
働
力
が
供
給
さ
れ
た
。

水
抜
普
請
の
如
く
急
激
に
巨
大
な
労
働
力
を
集
積
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
場
合
に
、
蓄
積
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
不
足
し
、
附
近
の
農
民
層

か
ら
多
く
集
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
図
引
や
掘
子
そ
の
他
の
雑
役
、

或
は
選
鉱
工
程
の
あ
る
も
の
は
格
．
噛
癖
練
を
要
せ
ぬ
も
の
で
あ
り
、

容
易
に
農
書
は
吸
収
さ
れ
た
の
ぞ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七

（ユ7）



近
世
銀
山
の
生
産
の
形
熊
…
と
組
絵
（
小
葉
国
）

慶
長
元
和
頃
、
封
建
領
主
は
領
内
農
民
の
他
国
鉱
山
稼
ぎ
に
嵐
国
す

る
の
を
し
ば
し
ば
禁
止
し
て
い
る
。
ヤ
ソ
会
宣
教
師
の
報
告
に
よ
る

と
、
元
和
二
年
頃
蝦
夷
で
豊
富
の
金
山
が
三
見
さ
れ
、
幾
万
の
坑
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
渡
航
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
副
業
化
し
た
階
層
が
鉱
山
を
追

う
て
流
動
す
る
と
と
も
に
、
貴
金
属
山
興
隆
期
に
当
り
専
業
化
が
進

行
し
で
い
た
で
あ
ろ
う
。

①⑨＠　CD

至
室
要
録
に
「
百
年
夏
晶
閾
（
慶
長
初
年
高
砂
後
と
な
る
）
は
何
れ
の
山
に

て
竜
、
油
火
、
紙
燭
等
を
漏
せ
し
な
り
、
○
中
略
近
来
は
控
竹
を
明
す

云
々
」
と
あ
る
。

至
宝
要
録
に
、
山
仕
・
山
手
代
・
大
工
綱
鱒
噛
珊
。
扇
子
備
ゆ
墨
染
燈
鋪
寸

甫
（
以
上
の
三
に
昏
頭
あ
り
）
・
鋪
横
周
・
四
つ
留
横
目
を
あ
げ
、
続

銀
山
紀
に
、
山
師
．
手
代
．
小
手
代
．
書
証
．
岡
廻
寸
三
脚
瞬
爪
甲
・

山
留
獅
餉
渤
・
帳
付
・
大
工
頭
・
大
工
・
母
子
・
油
通
・
た
が
ね
か
よ

ひ
（
た
が
ね
は
鴬
に
焼
直
す
赦
に
、
た
が
ね
そ
の
他
の
道
具
修
理
に
町

」
万
に
蒲
…
う
出
侶
な
ら
ん
）
鵡
欝
小
瀞
石
の
名
が
臨
見
え
る
。

ア
は
生
野
等
で
挺
と
亀
か
く
。
鋪
内
の
掘
揚
を
い
う
。

慶
長
一
九
年
千
放
平
松
右
衛
門
鋪
を
能
登
太
郎
兵
衛
・
伊
勢
作
右
衛
門

が
運
上
山
に
詩
け
、
そ
の
内
一
丁
前
を
越
前
介
左
衛
門
が
取
り
、
そ
の

関
係
で
五
番
樋
一
丁
を
介
左
衛
門
掘
子
彦
二
郎
に
引
か
せ
た
。
彦
二
郎

が
樋
損
じ
た
と
称
し
樋
引
を
怠
っ
た
の
で
大
郎
兵
衛
の
樋
大
工
実
検
し

偽
り
と
見
て
殴
打
し
た
と
こ
ろ
が
ら
、
介
左
衛
門
の
大
エ
・
掘
工
が
太

一
八

　
　
郎
兵
衛
小
屋
に
押
か
け
乱
暴
し
た
。

⑤
銀
山
認
に
は
、
山
師
・
金
名
子
・
手
代
と
大
工
・
掘
子
と
を
別
格
と
し

　
　
て
記
し
て
い
る
。

　
　
　
生
野
銀
山
［
で
は
、
間
一
歩
内
の
稼
柵
物
儒
脚
囲
を
「
坪
」
と
い
5
。
　
「
坪
」

　
　
は
山
師
が
稼
ぐ
の
で
あ
る
。
更
に
坪
の
内
が
「
所
」
と
よ
ぶ
三
景
に
分

　
　
れ
、
　
「
坪
は
惣
名
」
と
い
わ
れ
た
。
　
「
所
」
を
稼
ぐ
を
内
切
と
い
い
、

　
　
こ
れ
は
山
師
に
従
属
す
る
。
少
く
と
竜
中
期
以
後
に
は
、
山
師
と
内
切

　
　
の
所
得
は
、
荷
分
け
半
々
を
通
例
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
（
公
納

　
　
は
山
師
分
よ
り
行
わ
れ
る
）
こ
の
内
切
嗣
ぎ
が
即
ち
「
か
な
ご
」
で
あ

　
　
ら
う
。
か
な
ご
に
は
小
数
の
大
工
・
掘
子
等
が
従
属
す
る
で
あ
ら
う
。
、

　
　
近
世
末
期
の
佐
渡
の
事
実
で
あ
る
が
、
見
踊
記
三
四
に
は
、
か
な
こ
は

　
　
m
駆
歩
内
の
塾
削
後
一
の
字
を
分
け
、
何
　
敷
何
轟
久
三
尺
は
誰
屠
所
と
常
四
め
、
こ

　
　
れ
を
拝
領
分
と
い
い
、
　
一
領
分
は
大
抵
一
雨
八
尺
・
二
丈
三
尺
で
、
そ

　
　
の
一
面
主
で
あ
る
と
記
す
。

⑥
切
取
収
入
六
〇
貫
の
表
合

　
o
け
　
四
五
、
○
○
○
匁
　
　
山
師
取
分

　
　
内

　
　
　
二
〇
、
○
○
．
○
　
　
　
普
請
入
目

　
　
　
　
五
、
○
○
○
　
　
　
山
奉
行
以
下
へ
の
祝
儀

　
　
　
二
〇
、
○
○
○
　
　
　
山
師
得
分

　
図
　
　
一
五
、
○
○
○
匁

　
　
内

　
　
　
　
三
、
七
五
〇
（
四
分
の
一
）
手
代
・
小
手
士
分

　
　
　
　
三
、
七
五
〇
（
四
分
の
一
）
寸
骨
頭
（
二
入
前
）
・
岡
廻
寸
甫
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
留
・
帳
付
等
　
三
〇
人
工

（18）



　
　
　
　
六
、
七
五
〇
（
残
り
の
十
分
の
九
）
大
工
頭
（
二
人
前
）
大
工
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
〇
人
程

　
　
　
　
　
　
七
五
〇
（
残
り
の
十
分
の
一
）
馬
子
、
油
通
壷
皿
〇
〇
人
程

⑦
佐
渡
の
例
で
あ
る
が
、
山
本
修
之
助
氏
所
蔵
文
書
に
、
元
和
頃
に
大
山

　
　
師
味
方
但
馬
よ
り
御
手
大
工
に
前
貸
し
た
証
文
が
微
通
あ
る
。
慶
長
未

　
　
年
に
但
馬
の
大
工
四
〇
人
が
欠
落
し
吟
行
よ
り
何
方
に
あ
る
と
も
打
渡

　
　
す
べ
き
後
渡
中
に
布
達
し
て
い
る
。
黙
爵
難
所
婆
書

⑧
山
師
の
発
生
地
盤
に
つ
い
て
は
第
四
章
参
照

⑨
吉
田
小
五
郎
訳
パ
ジ
エ
ス
日
本
切
支
丹
宗
門
豊
中
巻
一
四
〇
頁

備
中
国
新
見
庄
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
内
海
総
合
研
究
会
三

新
見
庄
は
、
・
東
寺
領
で
あ
り
、
現
在
の
岡
山
　
県
阿
哲
郡
新
見
町
・
上
市

町
と
新
郷
村
・
神
代
村
の
一
部
に
あ
た
る
。
本
書
は
、
東
大
史
料
編
纂

所
影
写
本
「
東
寺
百
合
文
書
」
に
収
め
ら
れ
た
関
係
史
料
を
蒐
集
し
、

編
年
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
内
容
体
裁
一
新
見
庄
地
図
一
枚
、
文
書
［
五
入
五
通
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5
版
四
一
一
頁
、
頒
価
六
〇
〇
円

　
申
込
先
－
岡
出
市
、
岡
山
大
学
二
丈
学
部
、
藤
井
駿
気
付
、
瀬

　
　
　
　
　
　
　
戸
内
海
総
合
研
究
会
。

近
世
銀
山
の
生
｛
座
の
形
態
と
組
諏
繊
（
小
葉
国
）

対

乏

芝

馬
i
玄
海
の
絶
島
対
馬
の
考
古
学
的
調
査
1

　
　
　
（
東
方
考
古
学
旧
刊
　
乙
種
第
六
冊
）

、
（
’

水
野
清
一
・
樋
口
隆
康
・
岡
騎
　
敬

こ
の
島
の
重
要
さ
は
、
そ
の
地
理
的
環
境
を
考
え
た
だ
け
で
も
明
か
で

あ
る
が
、
従
来
全
く
世
の
入
の
眼
か
ら
と
ざ
さ
れ
て
い
た
ヴ
ェ
ー
ル
を

取
り
除
か
れ
た
機
会
を
第
一
に
と
ら
え
て
、
東
亜
考
古
学
会
は
昭
和
コ

三
年
八
、
九
月
の
両
月
、
全
島
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
行
っ
た
。

本
書
は
そ
の
成
果
報
告
で
あ
る
。
内
容
は
墨
土
品
、
神
社
収
蔵
品
の
す

べ
て
を
網
羅
し
こ
れ
ら
の
考
古
学
的
知
見
を
基
と
し
て
、
対
馬
を
中
心

と
す
る
上
代
大
陸
交
渉
史
を
展
開
し
て
い
る
。

　
内
容
体
裁
i
図
版
コ
ロ
タ
イ
プ
七
二
版
　
挿
図
一
二
八
、
図
表
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
他
一
五
、
B
5
版
、
本
文
一
和
文
・
二
丈
三
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
余
頁
　
定
価
一
八
0
0
円

　
申
込
先
i
京
都
市
左
京
区
北
白
川
小
倉
二
五
〇
、
京
大
入
文
科

　
　
　
　
　
　
学
研
究
所
気
付
、
東
亜
考
古
学
会一

九

（19）



　　　　　　　　　　The　For皿and　SyStem．　of　Production　of　the

　　　　　　　　　　　　　　Silver　Mines　in　the　Tokugawa　Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　A．　Kobata

　　　This　artic｝e　is　devoted　to　the　study　of　the　method　of　production　of

－the　lnnii　Silver　Mines　of　which　the　all－encompassing　description　will

later　be　coinpleted．　［1］he　lnnai　was，　as　is　well　known，　one　of　the　most

flourishing　silver　mines　under　the　Shogunate．　Here　we　can’see　the

．method　of　production　already　elaborated　a．　nd　specialized　to　some　extent．

For　iiistance，　the　mining・　pperation　wtis　divided　into　three　processes・．s

’those　of　digging－up，　s61ecting　and　refining，　．　while　the　di．erging　operation

－consi’ted　of　those　processes　of　framing，　cutting－down　and　conveying．

These　processes　of　mining　were，　as　a　rule，　in　coiumon　witli　those・　of

っther　lnines　of　th（∋day．　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　”］］he　ptocesses　of　selecting　and　refining　the　minerals　were　in　part

under　the　control　of　．yamashi，　or　a　inine－manager，　in　the　lnnai　Mines．

And　there　also　starte（1　a　class　of　merchants　whQ　bought　minerals　and

’those　skillful　hand－worl〈ers　bf　selecting　and・refining．　But　important

were　the　a．　dministrative　control　of　samashi，　the　accuinulat｛op　of．　capital

≠獅п@1．ab6r　forces　ap　work　upon　them．　The　aim　of　this　article　was　to

’investigate　those　inner　relations　and　to　throw　it　modest　light　on　the

crucial　problems　of　the　day．　Beca．　use，　such　classes　of　silver－mongers

．and　hand－workers　were　making　rapid　a，　pperance　all’　over　the　country，

　　　　　　　　　Sato　Naokata　and　his　Doctrine　of　Learning

　　　　　　　　　　　　　An　aspect　of　the　Japanese　Chu－tzu　School’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　S．　INIiyoshi

　　BToad｝y　speaking，　it　is　no　fault　to　explain　the　thought　of　Chu－tzu

which　w［・Ls　accepted　widely　in　the　intellectual　world　under　the　Shogunate

’from　the　viewpoint　of　the　teaching　of　’ 獅≠狽kirt－Ll　law．　i3ut　some　doubts

would　arise　when　we　consider　each　ca．　ses　of　the　JtLpanese　students　of　the

．schoo1丘om　the　same　viewpoint．　For　instance，　the　doctrhne　of　Learエユhlg

－of　Sato　Naokata　was　much　dif　eyentii．　ted　from　tha，　t　of　the　orthodoxy，

・of　which　the　inost　eininent　apolgist　was　Haytishi　1？．azan，　in　his　insight


